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こ

よ

み

■

３
日
　
文
化
の
日

５
日
　
お
も
し
ろ
か
っ
祭
　
□
市
民
ハ

イ
キ
ン
グ

６
日
　
農
業
委
員
会

７
国
　
民
生
委
員
会
　
□
立
冬

９
日
　
秋
の
全
国
人
災
予
防
運
動

（
１５

日
ま
で
）

Ｈ
日
　
税
を
知
る
週
間

（
１７
日
ま
で
）

‐３
日
　
市
文
化
振
興
事
業
東
京
混
声
合

唱
団
演
奏
会

・５
日
　
七
五
三

２３
日
　
勤
労
感
謝
の
日

〔今

月
の
税
〕
　

水
利
地
益
税
　
第

二
期

国
民
健
康
保
険
税
　
第

五
期

秋も深まつた10月 10日 「体育の

日」に、 ち`くごスポーツフェステ

ィバルミが市内一斉に行われた。

歩こう会では、羽犬塚小から十

連寺公園まで往復の12キロイ「、秋
を

知らせるコスモスやすすきを横に、

死気いつばt｀歩きとおした。

〔他のスポーツ競技成績は10ペ ー

ジに掲載=写真は欠塚で〕
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9月 の人の動き  人口 43,733人  男 20,875人  女 22、 908人   世帯数 11,354



広 報 ち く ご

ヽ

十

月
六
日
、
不
燃
性
ゴ

ミ
を
処

理
す

る
筑
後
中

部
清
掃
施
設
組
合

（前
津
）

で
、
爆
発

火
災
事

故
が
起
き
ま

し
た
。

さ

い
わ

い
人
身
事
故

に
至
ら
ず

に
済

み
ま
し
た
が

、
原
因

は
市

で
回
収
さ
れ
た
シ

ン
ナ

ー
に
よ
る
も

の
と
同
組
合

で
は
み
て

い
ま
す
。

ま
た
六
月
ご

ろ
、
猛
毒
性

の
農
薬
が
ゴ
ミ
置
き
場

に
放
置
さ
れ

て

い
ま
し
た
。

一
つ
間
違
え
ば

、
大
事

故

に

つ
な
が
る
と

こ
ろ

で
し
た
。

だ
さ
れ

る
ゴ

ミ
が
安
全

か
ど
う

か
確
認

し
て
、
だ

し
て
く
だ
さ

い
。

ゴ
ミ
の
中
に
シ
ン
ナ
ー

瓶

そ

れ

に

引

火

十
月
六
日
午
前
十

一
時
半
、
市
内
前
津
の

不
燃
性
ゴ
ミ
処
理
場
の
筑
後
中
部
清
掃
施
設

組
合

（
筑
後
市
、
八
女
市
、
大
川
市
、
広
川

町
、
立
花
町
、
城
島
町
、
三
溶
町
、
大
木
町

の
三
市
五
町
で
設
立
。
組
合
長
は
近
藤
廣
康

筑
後
市
長
）
で
、
破
砕
機
付
近
で
爆
発
、

コ

ン
ベ
ア
で
火
災
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

鋼
鉄
製

の
天
丼

ふ
た
も
吹
飛

ん
だ

〔写
真
上
〕

ガ

ラ
ス
は
割
れ
、
鋼
鉄
製

の
天
丼

ぶ
た
は

吹
き
飛
び
、
破
砕

機
が
ず

れ

る
ほ
ど

の
す

さ

ま
じ
さ
で
し
た
。

原
因
は
シ

ン
ナ
ー
の
入

っ
た
瓶

が
破
砕

機

に
か
け
ら
れ
、
中

の
シ

ン
ナ
ー
が
気
化
あ

る

い
は
霧
状

に
な
り
、
密

閉

さ
れ
た
部
屋

で
飩

和
状
態

に
な

っ
た

と

こ
ろ

に
火
花
が
引
火
し
、

爆

発
を
起

こ
し
た
も

の
と
み
ら
れ
ま
す
。

機
械
復

旧

に
二
日
間
か
か
り
、
そ

の
間
未

処
理

の
ゴ

ミ
約
四
十

ント
が

山

の
よ
う

に
積

ま

れ
ま
し
た
。

わ
ず

か
な

シ

ン
ナ
ー
の
量

で
も
、

こ
ん
な

大
事
故

に

つ
な
が

る

の
で
す
。

ま
た
、
過
去

に
も
中
部
清
掃
施

設
組
合

で

は
、

い
く

つ
か

の
爆

発
、
火
災
事

故
が
起

き

て

い
ま
す
。

昭
和

五
十

二
年

に
は
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
が
、

そ
し

て
六
十

一
年

に
は
揮
発
性

の
接
着
剤
が

原
因

で
爆

発
事

故
が
起

き
、
今
回
同
様
操
業

を

ス
ト

ッ
プ

し
ま
し
た
。
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だしてよいゴミ……ポリバケツ、

タライ頬 、タキロン (1イ几以下に

する )ステール家具 、電化製品 、

ワイヤロープ 、金網 、はりがね 、

自転草 、トタン、空き缶 、空き瓶 、

ポッ ト、鍋 、かま、陶器 、ガラス

など。

守 っ て く だ さ い 。

い
ず

れ

の
事
故
も
、
中
身
を
確

認

し
、
抜

き

と

っ
て
だ

し
さ
え
す
れ
ば
防
げ

た
も

の
で

す
。

六

月

に
は

猛

毒

の

農
薬
が
ゴ
ミ
置
場
に

ま
た
六
月
ご

ろ

に
は
、
市
内

ニ
カ
所

の
ゴ

ミ
置
場

に
猛
毒

の
農
薬

の
入

っ
た

ド

ラ
ム
缶

が
放
置

さ
れ

て

い
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
窓
も
爆
風
で
割
れ
た

〔写
真
上
〕

こ
の
農
薬

は
、
ガ

ス
性

の
上
壊

く
ん
じ

ょ

う
剤

で
、
上

の
中
を
殺
菌

す

る
た
め
使
う
も

の
で
す
。

猛
毒
性

で
臭

気
が
強
く
、
眼

を
刺
激

し
ま

す
が
、
す

で
に
容
器

が

一
部
腐
蝕

し

て

い
ま

し
た
。
環
境

課

で
気
付

き
、
結
局
農
薬
を

取

扱

っ
て

い
る
業
者

に
依
頼

し
、

処
理
を

し

て

貰

い
ま
し
た
。

農
薬

が
だ

さ
れ

て

い
た
所

は
、
そ

の
農
薬

を

使
う
地
区

で
は
な
ｒ
卜

他

の
地
区
か
ら
持

ち
込

ま
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
危
険
な

も

の
で
あ

る

こ
と
を
示

知
し
な
が
ら
処
置

に

困

り
、
不
燃
性

ゴ

ミ
置
場

に
お
け
ば
、

と

い

う
安
易
な
気
持
ち

で
だ

し
た

の
で
し

ょ
う
。

も
し
、
気
付

か
ず

に
、
そ

の
ま
ま
ゴ

ミ
と

し

て
収
集

さ
れ

て

い
た
ら
ど
う
な

っ
た

で
し

ょ
う
。

そ
れ
を
思
う

と
、
身

の
毛

が
よ
だ

ち

ま
す
。

ま
た
昭
和

五
十

二
年

に
は
、
プ

ロ
パ

ン
ボ

ン
ベ
に
よ
る
爆
発
事

故
が
起

き
ま
し
た
。

農
薬

や
ボ

ン
ベ
は
、
施

設
組
合

で
処
理
で

き
る
も

の
で
は
あ

り
ま

せ
ん
。
や
は
り
、
購

入
し
た
業
者

へ
処
理
を
頼

む

べ
き
で
は
な

い

で
し

ょ
う

か
。

安

全

を

守

る

に

は

家
庭

が

注

意

し

て

こ
れ
ら

の
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
組
合

で
は

収
集

し
た
ゴ

ミ
を
機
械

に
か
け
る
前
、
処
理

で
き
な

い
危
険
物
を

取
り
除

い
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
そ

の
作
業

は
人

の
手

に
よ
る
も

の
で
す
。

処
理
場

に
は
、
三
市

五
町

か
ら

一
日
収
集

車
十
台

の
ゴ

ミ
が
持
ち
込

ま
れ
ま
す
。

こ
れ

ら
の
ば
く
大
な
ゴ
ミ
の
量
か
ら
完
壁
に

取
り
除

く

に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

や
は
り
、
事

故
を
防
ぐ

に
は
、
家
庭

の
み

な
さ
ん
が

「
こ
の
ゴ

ミ
は
安
全
か
ど
う
か
」

気
を
付
け

る
以
外

に
な

い
の
で
す
。

ぜ

ひ
、
ご
協
力
く
だ

さ

い
。

破
砕
機
の
隣
室

（操
作
室
）
で
作
業
し
て
い

た
職
員
の
話

幸

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

で
遮

断

し

て

い
る

の
で
助
か

っ
た
が
衝
激

は
あ

っ
た
。

危
険
物
が
入

っ
て

い
な

い
か
三
度

チ

ェ
ッ

ク
す

る
が
、
限
界
が
あ

る
。
破
砕
機
室

に
は

操
業
中

は
立
入
ら
な

い
よ
う
努
め
て
い
る
が
、

ゴ

ミ
が

つ
ま

っ
た
と
き
な
ど
、
ま
わ
し
な
が

ら
す

る
の
で
危
険
だ
。
自
動

的

に
処
置

す

る

方
法
を
取
り

つ
け
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。
　
そ

れ
で
も
爆
発
す
れ
ば
、
復
旧
に
時
間
が
か
か
る
。

ゴ

ミ
を
だ
す
方
が
、
気
を

つ
け
て

い
た
だ

く
以
外

に
は
な

い
。

だ してはいけない ゴ ミ…… 自動車

タイヤ 、チ ユーブ 、建築廃材 、燃

えが ら 、土砂 、ガスボンベ 、薬品 、

農薬 、油月旨、接着剤 、バ ッテ リー

塗料 、注射針な ども

スプ レー缶 は穴 をあけてだ して

くだ さい。
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広 報 ち く ご

咽
治
岡
促
風
②
レ
辟

船
小
屋
鉱
泉
場
活
性
化
へ
向
け
改
築

と
び
う

め
国
体
も
、
開
催

ま

で
あ

と

一
年

た
ら
ず

に
な
り
、
急
ピ

ッ
チ
で
準

備
が
す
す

め
ら
れ

て

い
ま
す
。

こ
の
国
体
を
前

に
し

て
、
船

小
屋
温

泉

の
シ

ン
ボ

ル
で
あ

る

″
船

小
屋
鉱
泉

場

″
が
道
路
拡
張

工
事

に
伴

な

い
、

明

治
時
代

風

の
レ
ト

ロ
調

に
変

わ
ろ
う

と

し

て

い
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
省
保
養
施

設

「
ヘ
ル
シ
ー
パ

ル
船

小
屋
」

の
建

設

が
は
じ
ま
り
、
会

場

と
宿
泊
地
船

小
屋

を
結

ぶ

″
市
道
久
塚

。
新
溝
線

″

の
新

設

工
事
も
順

調

に
進
ん
で

い
ま
す
。

船
小
屋
鉱
泉
場

船

小
屋

の
旅
館
街

は
、
現
在
矢
部
川
の
堤
防
沿

い
に
建

て

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
旅
館
街
の
道
は
狭

く
、
大
型
バ
ス
の
乗
入
れ
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
船
小
屋
温
泉
衡
の
道
路

を
、
拡
幅
す
る
計
画
を
す
す
め
て
い
ま

す
。そ

の
工
事
に
よ
り
船
小
屋
鉱
泉
場
（雀

地
獄
）
を
南
側
に
移
転
し
よ
う
と

い
う

の
で
す
。

道
路
は
、
ま
ず

国
道
か
ら
緑

ケ
丘
付

近

ま

で
の
百

五
十

所
、

九

・
五
材

（
現
在
約

二
房
）
に

拡
幅

し
よ
う
と
し

て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
鉱
泉

場
を
道
路

が
走

る
た
め
、
南
側

に
移
転
す

る
の
で
す
。

新

し

い
鉱
泉

場
は
、
上
図

の

と
お
り
で
す
。

小
さ

い
な
が
ら
も
温
泉
客
や

水
浴
客
が
何
度
も
足
を

運

ぶ
よ

う
な

デ
ザ
イ

ン
と
環
境
作

り

で

矢
部

川

の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞

き
な
が
ら
、

明
治
初

期
文

明
開
化
時
代

の
雰

囲
気

に

浸

れ
る
よ
う

に
計
画

さ
れ

て

い
ま
す
。

建

て
物

は
、

明
治
洋

風
建
築

と
し
て

明
治
時
代

の
同

じ
規
模

で
あ

っ
た
主
要

都
市

の
巡
査
派
出
所
が

デ
ザ
イ

ン
の
モ

デ
ル
に
な

っ
て

い
ま
す
。

中

は
鉱
泉

場

の
ほ
か
、
観
光
案
内
な

ど
展
示

コ
ー
ナ
ー
が

で
き
ま
す
。
ま
た

ま
わ
り

の
広
場

は
、

明
治
洋
館

の
柱

と

梁

（
は
り

）
の
デ
ザ
イ

ン
を

モ
チ
ー

フ

に
し

て
作

ら
れ
ま
す
。

工
事

は
、
今
月

か
ら
来
年

二
月

に
か

け

て
行
な
わ
れ

る
予
定

で
す
。

鉱
泉
を

口
に
合
む

と
、
昔
懐

か
し

い

ラ
ム
ネ

の
味
が
広
が
り
、

い

っ
と
き
の

明
治
時
代

に
浸

り
、
全
国

か
ら
集

っ
た

選
手
た
ち

の
試
合

の
疲

れ
を

い
や
し
て

く
れ
る
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。

来
年
秋
完
成
を
目
指
し
、
船
小
屋
に

厚
生
省
に
よ
る
福
祉
施
設

「福
岡
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

・
ヘ
ル
シ
ー
パ
ル
船
小

屋
」
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
社
会
保
険
の
加
入
者

の
健
康
保
健
増
進
、
病
後
の
軽
度
な
機

能
訓
練
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
建

て
ら

れ
る
も
の
で
す
。

鉱泉場も明治時代風に生まれ変わります。

N名  ~

新
し
い

僑

(旧然泉場〕
観光格へ

神 ネナ

□

ヘ

ル

ン

I

パ

ル

船
′
Jヽ

屋

防
火
ポ
ス
タ
ー

標

語

募

集

市
防
災
協
会
で
は
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
と
し
て
、
市
内
小
学
生
か
ら

防
火
ボ

ス
タ
ー
、
防
火
標
語
を
募
集

し
て
い
た
が
、
十
八
日
審
査
し
、

つ

ぎ
の
児
童
が
入
賞
し
た
。

日
防
火
ポ

ス
タ
ー
　

▽
最
優
秀
賞

新
原
泰
治

（水
洗
小
六
年
）
　

▽
防

災
協
会
会
長
　
中
冨
隆
二

（古
島
小

六
年
）
　

▽
消
防
長
賞
　
井
寺
慎
也

（
二
川
小
四
年
）

団
防
火
標
語
　
▽
最
優
秀
賞

「
火
事

ふ
せ
ぐ
　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
が
け
」

牛
島
秀
夫

（下
妻
小
四
年
）
　

▽
防

災
協
会
会
長
賞

「
三
度
三
度
毎
日
し

よ
う
　
人
の
点
検
」
庄
山
慶

一

（
水

洗
小
六
年
）
　

▽
消
防
長
賞

「
幸
せ

な
家
族
を
こ
わ
す
　
あ
な
た
の
人
」

紫
原
由
貴

（西
牟
田
小
六
年
）

な
る
、
全
作
品
を
十

一
月
六
日
か

ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、

ユ
ニ
ー

ド
筑
後
店
に
展
示
し
ま
す
。

訂

正

▽
広
報
十
月
号
八

ペ
ー
ジ
で
、
ポ

ス

タ
ー
展
を

「
十

一
月
九
日
か
ら
十
五

日
ま
で
サ

ン
コ
ア

ロ
ビ

ー
」

と
あ

る

の
は
間
違

い
で
し
た
。
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建
築
場
所

は
、
国
道
矢
部

川
鉄

橋
か

ら
堤
防
沿

い
に
西

へ
約

二
百

”

の
津
島

東

に
建

ち
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
六
階

建

て
、
建
築
面
積

は

二
千

七
百
五
十

六

平
方
房

で
す
。

こ
の
建
物

に
は
、
機

能
訓
練
室

、
多

目
的
ホ
ー

ル
、
研
修
室

の
ほ
か
、
十

八

室

の
客
室

（
五
十

人
）
が

で
き
ま
す
。

社
会

保
険

加
入
者

以
外

で
も
利

用
で

き
ま
す
。

工
事

は
、
十
月

二
十

日
か
ら
来
年
九

月
ま
で
か
け

て
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
社
会
保
険
施
設

は
、
滋
賀
、
長

崎
、
福
島
、

山

口
、
二
重

に
続

い
て
全

国

で
六
番
目

で
、
市

で
は
船

小
屋

の
活

性
化

に

つ
な
が

る
と
し

て
誘
致

の
働

き

か
け
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
。

道
八
女
イ

ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
か
ら
新
濤

ま

で
の

一
、
一
三

〇
”
で
、
さ
ら

に
県
が

す
す

め

て

い
る
県
道

八
女

・
瀬
高
線

の

新
濤

バ
イ

パ

ス

ヘ
と

つ
な
が
り
ま
す
。

幅
員

一
二
所
、
う
ち
両
側

に
二

・
五
”

の
歩

道
が

つ
き
ま
す
。

現
在
約

四
百

六
十
材
が

で
き

（
舗
装

は
来
年

）、
来
年

八
月
前
に
は
開
通
す
る

予
定

で
す
。

ロ

ッ
テ
会

場

と
宿
泊
地
船

小
屋
を
結

ぶ
道
路

と
し

て
、
国
体

の

一
環
事
業

で

す
す
め
ら
れ

て

い
ま
す
。

今
後

は
、
イ

ン
タ
ー
と
観
光
地
船

小

屋
を
結

ぶ
船

小
屋
活
性
化
、
ま
た
長
浜

古

川
地
区

の
活
性
化

へ
つ
な
ぐ
道
路

と

し
て
期
待

さ
れ

て

い
ま
す
。

茶
畑
の
中
を
、
新
し
い
道
路
が

一
直

線
に
伸
び
る
。
＝
写
真
下
、
新
濤
で

船
小
屋
の
活
性
化

に
期
待
し
ま
す

鹿

田

　

起

男

さ
ん

（船
小
屋
）

観
光
地
は
、
人
が
集
ら
な
く
て
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

船
小
屋

に
研
修
施
設
が
な
か

っ
た
の

で
助
か
り
ま
す
。

昔
の
船
小
屋
を
思
う
と
寂
し
い
感
が
し

ま
す
。
ウ」れ
ら
の
施
設
が
、
船
小
屋
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

訪
ず
れ
た
人
が
、
ま
た
来
て
み
た

い

と
い
う
雰
囲
気
に
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
矢
部
川

（船

小
屋
）
の
豊
か
を
自
然
を
生
か
し
た
環

境
整
備
を
し
て
ほ
し

い
。

福
祉
事
務
所
で
は
、
来
年
四
月
か

ら
の
保
育
所

（園
）
の
入
所
申
込
み

を
、
各
保
育
所
で
受
付
け
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
保
育
所
へ
直
接
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
毎
年

必
要
で
す
の
で
、
引
続
き
入
所
し
た

い
家
庭
も
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
書
は
、
各
保
育
所

・
保
育

園
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

受
付
け
時
間
は
午
前
は
九
時
三
十

分
か
ら
十

一
時
二
十
分
ま
で
、
年
後

は

一
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま
で
で
す
。

１１
月
１３
日

（月
）
午
前
＝
桜
保
育
所

午
後
＝
筑
後
保
育
所

”
月
＝
日

（人
）
午
前
＝
古
川
保
育

園
、
年
後
＝
水
田
幼
児
園

１１
月
１５
日

（水
）
午
前
＝
幸
輪
保
育

園
、
午
後
＝
椋
の
実
保
育
園

「
月
１６
日

（本
）
午
前
＝
宗
岳
寺
保

育
園
、
午
後
＝
二
川
保
育
園

１１
月
１７
日

（金
）
午
前
＝
輝
保
育
園

午
後
＝
船
小
屋
保
育
園

１１
月
２０
日

（月
）
午
前
＝
あ
さ
ひ
保

育
園
、
午
後
＝
松
原
保
育
園

「
月
２‐
日

（火
）
午
前
＝
楠
の
実
保

育
園決
め
ら
れ
た
日
時
に
申
込
み
で
き

な
い
人
は
、
三
十
日
ま
で
に
福
祉
事

務
所
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
道
欠
塚
・新
溝
線

自
動
車
九
グlIヽ I

入 保

監扉
み の

広 報 ち く ご

筑後市健康福祉祭
60歳以上対象に囲碁大会など

市と市老人クラブでは、 ミ筑後
市健康福祉祭 (教育委員会後援 )ミ

をつぎのとお`りひらきます。

参加できるのは、満60歳以上の

市民であれば、どなたでも結構で

す。ふるって参加してください。

団第 2回 グラウンドゴルフ大会

〔とき〕 11月 10日 9時

〔ところ〕窓ガ原公園

〔チーム〕校区ごとに男 6人、女

6人

団第 1回 ダンスパーティ

〔とき〕 11月 22日 12時

〔ところ〕日若屋 (羽犬塚駅前)

〔整理券〕軽食代として 500円

〔申込み〕福祉事務所か老人クラ

ブ理事へ。

団第 1回 シルバー囲碁大会

〔とき〕 11月 30日 9時30分

〔ところ〕市役所北別館 2階

〔参加費〕1,500円 (大会費1,000

円十年会費半年分500円 )

〔申込み〕 11月 17日 までに福祉事

務所へ。

年末調整説明会

八女税務署では、源泉徴収義務

者 (雇用主)を 対象に、つ ぎのと

おり年末調整説明会 を開きます。

説明会に出席 されるときは、案

内はがきを必ず持参 してください。

〔とき〕 11月 28日 午前10時と午後

2時の 2回

〔ところ〕サ ンコア 2階

くわしくは八女税務署へ。
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羽大塚中

0

玄
ケ
野
二
本
松
線

都
市
計
画
道

熊
野
水
田
線

窓
ケ
原
公
園

0

′

0

花宗川

下北島
交差点

市
立
病
院

市
内

の
道
路

に

″
名
ま
え

″
を
付

け

て
み
ま

せ
ん
か
。

市
企
画
課

で
は
、
市
内

の
お
も
な
道

路

の

″
愛
称

″
を
募
集

し
ま
す
。

道
路

に
も
と
も
と
名
ま
え
が
付

い
て

い
ま
す
。

と

こ
ろ
が
、
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚

駅

前
を
東

に
伸
び

る
道
路
は

「
都
市
計
画

道
路
、
羽
犬
塚

、
停
車
場
線
」

と
言

っ

た
よ
う

に
、
長
た
ら
し
く
、
そ
し

て
堅

苦

し

い
も

の
で
す
。

こ
れ

で
は
、
相

手
に
伝

え
る

に
も
大

変

で
す
。
ま
た
、
愛
称

に
よ
り

明
る

い

雰
囲

気

に
も
な
り
ま
す
。

そ

こ
で
、
そ

の
道
路

に

マ
ッ
チ
し
た

親

し
み
や
す

い

″
愛
称

″
を
、

み
な

さ

ん
か
ら
募

集
す

る

こ
と

に
な

っ
た
も

の

で
す
。

ふ
る

っ
て
応
募

し

て
く
だ

さ

い
。

日
愛
称
を
付

け
て
貫
う
道
路

（
図
面
参

照

）

０

　
都
市
計
画
道
路
、
羽
犬
塚

・
停
車

場
線

②

　
都
市
計
画
道
路
、
熊

野

・
水

田
線

の
う
ち
下
北
島
交
孝

点

か
ら
国
道
四

四

二
号
ま

で

０

　
都
市
計
画
道
路
、
熊

野

・
水

田
線

の
う
ち
国

道
四
四

二
号

か
ら
県

道
前

津

・
久
富

線
ま

で

０

　
都
市
計
画
道
、
玄

ケ
野

・
三
本
松

線
圏
名
ま
え
の
条
件

い

親
し
み
や
す

い
　
②

道
路
の
特
徴

（環
境
、
地
域
の
性
格
な
ど
）
を
だ
し

て
い
る
　
０

ど
こ
に
も
あ

る
様
な

名

ま
え
を
さ
け
る

（例
え
ば

「
銀
座
通
り
」

な
ど
）

圃
応
募
方
法

０

応
募
は
ど
な
た
で
も
結
構

②

官
製

ハ
ガ
キ

一
枚
に

一
路
線
名
を
記

入
。
そ
の
際
①
図
面
の
路
線
番
号
と
そ

の
道
路
の
愛
称

（例
②
＝

「
〇
〇
〇
通

り
」
）
と
　
③
住
所
、
氏
名
、

（
小

・

中
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
）
と

電
話
番
号
を
記
入
　
③

一
人
何
枚
で
も

応
募
で
き
る
。

電
話
で
の
応
募
は
、
受
付
け
な

い
。

日
し
め
切
り
と
応
募
先

十
二
月
二
十

一
日
ま
で
に
筑
後
市
役

所
企
画
課
広
報
統
計
係

へ
。

（
〒
八
三

〓
一　
筑
後
市
山
の
井
八
九
八
）

圏
選
考

選
考
委
員
会
で
選
考
。
採
用
さ
れ
た

方
に
粗
品
進
呈
。
発
表
は
広
報
二
月
号
。

付
け
ら
れ
た
名
ま
え
は
、
道
路
表
示

板
を

つ
く
り
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
道
路

に
愛
称
を

つ
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
企
画
課

へ
。

羽
犬
塚
小

久
地
徳
団

市
役
所

国
道
二
〇
九
号

Ｊ

Ｒ

羽
犬
塚
駅

″
　
　
一

(6)



昭

平成元年 11月 1日  428号広 報 ち く ご

「同和」問題の解決 に理解 して もらお うと

上北島老人 クラブ (本村  武会長 =45人 )で

は、 花 いっぱい運動 1こ 手がt)た 。

350鉢のプラ ンターには、 1,050本 の葉 ばた

んが植 えられ、同 クラブの お と しよ りた ちは

手入 れ に余念がない。

水田校 区では、「同和」 問題解決は、校区

区民全員の願 いだ として、県下で も初 めて と

い う住 民の会 が生 まれ、地 区懇談会、講演会

や夏祭 りなどいろんな活動 がなされて きたが

同老人 クラブでは、 自分た ちの趣味 を取 入れ

た 1舌動 で参カロしよ うと ミ花 い っばい運動  ヾを

思 いた つた。白いプラ ンター には「いの ち、

愛、人権」 と書かれ、開花す る11月 には水田

地区の道路 わきを彩 り、道 ゆ く人た ちに、い

の ち、愛 そ して人権 を大七刀に と口子びかける。

〔写真 は葉ばたんの手入 れをす る上北島老人

クラブ員〕

部
落
差
別
と
同
対
事
業

①

部
落
差
別
を
な
く
す
こ
と
は

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
こ
と

和
四
十
年
八
月
、
同
和
対
策
審

議
会
答
申

（同
対
審
答
申
）
が

だ
さ
れ
、
そ
の
答
申
を
受
け
て
同
和
対

策
特
別
措
置
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
律

が

つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

同
対
審
答
申
で
は
、

「
社
会
的
、
経

済
的
、
文
化
的
に
同
和
地
区
の
生
活
水

準
の
向
上
を
は
か
り
、　
一
般
地
区
と
の

格
差
を
な
く
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
い

と
述

べ
て
い
ま
す
。

こ
の
答
申
を
受
け
、
同
和
対
策
事
業

に
よ
り
被
差
別
部
落

で
は
道
路
の
整
備

や
住
宅

の
改
良

な
ど
が
進

み
、
姿
を
変

え
ま
し
た
。

今

で
は
、
見
た
と

こ
ろ
環
境
整

備

の

面

で
は
、　
一
般

地
区
と
何
ら
変

わ
ら
な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

現
実

に
は
人
間
が
幸

せ
に

生
き
る
た
め

に
必
要
な
最
低

限
度

の
権

利

で
あ

る
結
婚
、
就
職

に
対
す

る
部
落

差

別
は
、
（

な
お
厳

し

い
状
況

に
あ

り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
部
落
差

別
は
、
今

で
も

残

っ
て

い
る

の
で
す
。

部
落
差

別
を
な
く
す

こ
と
が
「
障
害

」

者
、
在
日
外

国

人
差

別
、
学
歴
、
職
業

や
家
柄

に
対
す
る
差

別
、
母

子
、
父
子

家
庭

に
対
す
る
差

別
、
ま
た
学
校

に
お

け
る

「
い
じ
め
」

等
あ

ら
ゆ
る
差

別
を

な
く
す

こ
と

に

つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら

の
差

別
を
な
く
す

取
り
組

み

は
、
地
域
住

民
と

一
体
と
な

っ
て
取
り

組

ん

で
こ
そ

明
る
く
住

み
よ

い
地
域
社

会

が

で
き
る

の
で
す
。

同
和
事
業

は
、
被
差

別
部
落

の
人
た

ち
だ

け
で
は
あ

り
ま

せ
ん
。
地
域

の
人

た
ち
が
活
用
し
ま
す
し
、
事
業
が
も
た

ら
し
た
効

果

は

「
教
科
書
無
料
化
」
な

ど
、

私
た
ち

に
と

っ
て
大

き

い
も

の
が

あ

り
ま
す
。

災 人ヽ 荏

知

っ
て

お

こ
う

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

訪

問
販
売

に
よ
る
ト

ラ
ブ

ル
が
後

を
断

ち
ま

せ
ん
が
、
昨
年
十

一
月

に

訪
問
販
売

の
取
引
公
正
化
と
消

費
者

保
護
を
図

る
た
め
訪

問
販
売
法
が
大

幅

に
改
正

さ
れ

て

い
ま
す
。

ぜ

ひ
知

っ
て
お

い
て
く
だ

さ

い
。

今
月
は

ク
ー
リ

ン
グ
オ

フ
を
、

お

知
ら
せ
し
ま
す
。

圏
ク
ー
リ

ン
グ

オ

フ
は
八
日
間

▽
ク
ー
リ

ン
グ

オ

フ
制
度
は
、
消

費

者

に
頭
を
冷
や
し

て
考
え
直

す
期
間

で
、

こ
の
期
間
で
あ

れ
ば

一
方

的

に

無
条

件
で
契
約

の
解
除

が
で
き
ま
す
。

▽
現
金

取
引

三
千
円

以
上

（
現
金

一

括
払

い
）

に
も
、

ク
ー
リ

ン
グ

オ

フ

が
適

用
さ
れ
ま
す
。

圏
そ

の
他

ク

ー
リ

ン
グ

オ

フ
で
き
る

条
件

は

▽
営
業
所

以
外

の
場
所

で
契
約
し
た

と
き
、
目
的
も
告
げ
ず

、
電
話
や
街

頭

で
呼
び

と
め
ら
れ
て
契
約

し
た
り
、

ま
た
営
業
所

に
無
理

に
連
れ

て
行
か

れ
て
契
約
さ
せ
ら
れ
た
時
な
ど
で
す
。

▽
商
品
だ

け
で
な
く
、
役
務

（
サ
ー

ビ

ス
）
も
規
制
対
象

に
な

っ
て

い
ま

す
。

園

ク
ー
リ

ン
グ

オ

フ
が

で
き
な

い
場

合▽
自
分

か
ら
呼

ん

で
家
庭

で
契
約

し

た

と
き
。

▽
通
信
販
売

や
店
頭

で
契
約

し
た
時

▽
消
耗

品

（
健
康
食

品
、
化
粧

品
な

ど

）
を

開
封

し
た
り
、
使

っ
た
と
き
。

日
契
約
解
除

通
知
は
、

ク
ー
リ

ン
グ

オ

フ
期
間
内

八
日
間

に
書
面

で
し

て

く
だ

さ

い
。

後

日
の
ト

ラ
ブ

ル
を
避

け
る
た
め

に
、
だ

し
た

こ
と
が
証

明
で
き

る
内

容

証

明
郵
便
や
、
書
留
郵
便
が
確

実

で
す
。

困
っ
た
と
き
に
は
相
談
を

毎
週
火

・
水

。
金
曜
日
窓
口

開
設
＾
市
商
工
観
光
課

へ
ど

う
ぞ
一

(7)
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が
ん
予
防
と
食
生
活
の
つ
ど

い
開
催

１１
月
２０
日

サ
ン
コ
ア
で

予
防
で
き
ま
す
。

サ
ン
コ
ア
に
足
を
運
び
、
見
て
、
食

べ
て
、
聴
い
て
、
あ
な
た
も
日
ご
ろ
の

生
活
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

回
生
省
が
発
表
し
た
昭
和
六
十
三

年
資
料
に
よ
る
と
、
死
因
の
順

位
は
男
女
と
も
″が
ん
″
が
ト
ッ
プ
で
、

前
年
よ
り
そ
の
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
働
き
ざ
か
り
や
主
婦
の
場

合
、
十
人
に
二
人
以
上
が
が
ん
死
と
な

っ
て
い
ま
す
。

全
死
亡
中
の
が
ん
死
割
合
を
男
女
別

に
み
る
と
、
男
の
五
十
、
六
十
歳
代
と

女
の
二
十
、
四
十
、
五
十
、
六
十
歳
代

が
四
割
前
後
か
ら
五
割
近
く
、
男
の
四

十
歳
代
が
三
割
近
く
の
高
率
に
な
っ
て

い
ま
す
。岡

県
は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

は
、
全
国
的
に
み
て
も
高
い
方

で
、
六
十
三
年
は
十
八
位
で
し
た
が
、

六
十
年
は
三
位
と
い
う
不
名
誉
な
順
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
病
気
を
み
つ
け
る
こ
と
よ

り
も
、
ま
ず
病
気
に
か
か
ら
な
い
、
い

わ
ゆ
る

一
次
予
防
に
力
を
入
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
が
ん
の
実
態
や
原
因
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
得
て
も
ら
い
、
″が

ん
ゼ
ロ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
″
の
定
着
を

図
る
た
め
、
つ
ど
い
を
ひ
ら
く
も
の
で

す
。あ

な
た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

般
献

ま

す

市
民
会
館
な
ど
で

献
血
推
進
協
議
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
献
血
を
行
な
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。献
血
で
き
る
の
は
、
満
十
六
歳
か
ら

六
十
四
歳
ま
で
で
、
体
重
が
男
性
四
五

子
宅
、
女
性
四
〇
す
宅
以
上
で
健
康
な

人
で
す
。

園
十

一
月
八
日

（水
）
午
前
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で
、
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
と
上

原
々
み
も
り
理
容
店
前
で
。

団
十

一
月
八
日

（水
）
午
後

一
時
二
十

分
か
ら
三
時
二
十
分
ま
で
を
、
筑
後
北

小
学
校
と
羽
犬
塚
中
学
校
で
。

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

市

（県
。
医
師
会
、
連
合
婦
人
会
と

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
と
共
催
）
で

は
、
「筑
後
地
区
が
ん
予
防
と
食
生
活

の
つ
ど
い
」
を
、
十

一
月
二
十
日
サ
ン

コ
ア
で
つ
ぎ
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
が
ん
を

血 8
を 日

し_

10月 12日 の 3種混合接種 (保健セ

ンター)て｀`撮影。

希望者には、写真贈呈。広報統計

係へ連絡を。

○回鐘
がん予防と食生活のつどい

と き :11月 20日 (月 )ひ る12時 から

ところ :筑後市勤労婦人セ ンター

内 容 :

団特別講演

「がんにかからないためには」

(屋

立
雹
院九
笑
が
色
セ
恙
夕
異)

団がんゼロメニューフェア (試食コーナー)

回がん予防の12カ 条普及展示コーナー

(世界のポスター展、映画 )

団がん予防相談コーナー

団乳がん自己検診法の指導コーナー

福

み吉て雹誌お祭

ち還x_廂曜r。 :。。～r6

ぢ3-35,4

団
＝
月
３
日

（祝
）
　

日
前
耳
鼻
科

（
山
の
井
ａ
①

３
７
７
６
）、
伊
藤
医

院

（濤
口
奮
⑬

３
５
３
１
）
　

団
「

月
５
日
　
松
野
外
科

（
山
の
井
ａ
①

４
６
３
４
）、　
山
崎
医
院

（
山
の
井

賓
⑬
２
７
５
３
）
団
「
月
１２
日

佐
藤
外
科
（上
町
奮
①
３
５
８
９
）、

中
島
内
科

（藤
島
ａ
①
５
６
６
８
）

國
「
月

１９
日
　
加
藤

田
整
形
外
科

（上
原
々
ａ
①

６
８
１
１
）、
吉
山
医

院

（
一
条
奮
①

３
３
７
７
）
　

國
「

月
２３
日
（祝
）

田
中
整
形
外
科

（
野

町
ａ
①

４
６
３
４
）、
平
井
医
院
（和

泉
奮
①

２
３
５
３
）

醒
「
月
２６
日

川
村
皮
膚
科

（
山

の
井

奮
①

３
０

５
１
）、
川
鳴
医
院
（西
牟
田
⑫

３
５

０
０
）
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団予 防 接 種

☆三種混合 (ジ フテリア・百 日ぜ き 。破傷風 )

・ 10日 (金)筑後、羽犬塚、松原、筑後北校区の子

・ 24日 (金)水田、古川、水洗、二川、下妻、西牟

田校区の子

上記日程 に都合がつかないときは、他の校区の

日においで ください。

・ 時間は、13:30～ 14:30 保健セ ンターで

。対象者 生後24カ 月から48カ 月未満の子。接種で

きなかった子は、72カ 月を限度に 2種混合

(ジ フテリア、破傷風)を うけることがで

きます。

☆ イ ンフル エ ンザ (2回 目)

・ 対象者 満 3歳以上の希望者 (小・中・高校生、

一般 も含む)

・ 15日 (水 )松原、筑後北校区

。16日 (本)水田、古島、下妻、二川校区

・ 22日 (水)羽犬塚、水洗校区

・ 28日 (火)筑後、古川、西牟田校区
。日寺間は、 13:30～ 14i30

。会場は、いずれも保健セ ンターで

回乳 児検 診 (4カ 月児 )

・ 30日 (木)13:30～ 14:30 保健セ ンターで

・ 対象者 平成元年 7月 生まれの子

囲 1歳半 児検 診

・ 6日 (月 )13:30～ 14:30 イ呆健センターで

●対象者 昭和63年 4月 生まれの子

団 3歳児検 診
。17日 (金)13:30～ 14:30 保健セ ンターで

。対象者 昭和61年 10月 生まれの子

団育 児講座

・ 13日 (月 )13:30～ 15:30 保健センターで

・ 対象者 平成元年 5月 ～ 8月 生まれの乳児を持つ

母親

。口言演「丈夫な赤ちゃんを育てるために」

市立病院小児科 大滝 悦生
。映画「赤ちゃんの世界」

団母親学級

・ 9日 (木)9:00～ 12:30 保健センターで
。初妊婦を対象に、妊娠中と産後の生活指導及び新

生児の保育指導をし、母子手帳を渡します。

団健康相談

。毎週水曜日 13:30～ 14:30 総合福祉センター

。10日 (金)10:30～ 11:30 農協馬間田出張所

。17日 (金)10:30～ 11:30 井田上公民館

・ 24日 (金)10:30～ 11:30 水田コミセン

ロ リハ ビリ教 室

。毎週人曜日 13:00～ 16:00 総合福祉センター

保健婦による楽しいリハビリ訓練

・ 毎週金曜日 13:00～ 14:00 総合福祉センター

九岡三夫先生の指導です。

団肥満数室

・ 6日 (月 )9:30～ 12:00 勤労婦人センター

食事療法

國市民糖尿病教室

・ 12日 (日 )9:30～ 12:00 勤労婦人セ ンター

講話「糖尿病 と合併症予防のための 日常生活の

注意」

調理実習

・ 21日 (火)13:00～ 14:00 勤労婦人セ ンター

講話 と実技「糖尿病 と運動」

団 12月 は 中……

・ 4日 (月 )1歳 半児検診  13:30～ 14:30 保健

福祉 セ ンター

・ 5日 (人)】巴満教室  9:30～ 12:00 勤労婦人

セ ンター

リハ ビリ教室  13:00～ 16:00 総合

福祉 セ ンター

・ 6 日 (水 )健康オロ談  13:30～ 14:30  総合福祉

セ ンター

・ 8日 (金)健康相談  10:30～ 11:30 農協 馬間

田出張所

歯不斗1目言条  13 : 30-14:30  総合福卒止

セ ンター

(9)



広 報 ち く ご

かど

老 人 の 国 体 に 3選 手
日状号臭

分でひらかれる 全`国健康福祉祭おお

いた大会ミに、福岡県代表選手として

市内から8人のるとしよりがか加する

が、17日 出場のあいさつに市役所 を訪

ずれた。 〔写真0〕

この大会は、全国の老人クラブがか

加するスポーツ大会。「大いに楽 しん

で、いい成績 を残 してください」と、

高山助役は激励 した。

なお、市老人クラブでは、幹部研修

と併せ、約80人の大応援団を繰出すこ

とにしている。

8人の選手は、つ ぎのとおり。

レグラウンドゴルフ 竹島善登 (75=
長浜 )、 橋爪昌祝 (63=山の井東 )

レゴルフ 山下常雄 (67-停車場 )、
田中政雄 (69=長浜 )、 下川信雄 (60

=馬間田) レソフ トボール 中村実
(66=上町)、 東原武勇 (64=一条 )

中尾満夫 (63-羽犬塚 )

母 子 会 で 月 見 会
 子会岳冨

中俊子会長)では、 ミ月見会、を総合
福祉センターでひらいた。昼間で相に

く月はなかったが、快い秋日のもとで

バザー、映画会、陶芸、手芸、一輪車

のりを楽しんだ。

平成元年 11月 1日  428号

市

税

滞

納

差

押

さ

え
物

件

公

売

市
税
務
課
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
市

税
滞
納
に
よ
る
差
押
さ
え
物
件
の
公
売

を
行
な
い
ま
す
。

公
売
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。〔と

き
〕
十

一
月
二
十
四
日

（金
）
午

後
二
時

〔と
こ
ろ
〕
市
役
所
大
会
議
室

（二

階
）
〔公
売
物
件
〕
電
話
加
入
権

〔手
続
き
〕
公
売
は

一
般
競
争
入
札
で

行
な
い
ま
す
。
代
金
は
当
日
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
札
に
参
加
さ
れ
る
と
き
は

印
鑑
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
税
務
課
徴
収
係
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

１１
月

９

日

か

ら
秋

の
火

災

予

防

週

間

今
年
か
ら
秋
の
火
災
予
防
週
間
が
十

一月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で

（
い
ま
ま
で

は
十

一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま

で
）
春
の
火
災
予
防
週
間
が
二
月

一
日

か
ら
七
日
ま
で

（
い
ま
ま
で
二
月
二
十

八
日
か
ら
二
月
十
三
日
ま
で
）
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

火
災
の
起
り
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま

す
が
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
人

災
の
な
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
火
の
用
心
の
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

二
、
子
ど
も
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

三
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
人
を
し

な
い
。

四
、
天
な
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

五
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

六
、
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

青

少

年

健

全

育

成

標

語

募

集

市
青
少
年
市
民
育
成
会
議
で
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り

″青
少
年
健
全
育
成
の
た

め
の
標
語
″
を
募
集
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
が

サ
ン
コ
ア
前
に
建
て
て
い
る
標
語
塔
を

書
き
換
え
る
た
め
に
行
な
う
も
の
で
す
。

〔資
格
〕
市
内
小
学
五

・
六
年
生
と
中

学
生〔申
込
み
〕
十

一
月
二
十
日
ま
で
に
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
へ
。

く
わ
し
く
は
社
会
教
育
課
へ
。

相

　

　

談

ａ
心
配
ご
と
相
談
　
毎
週
木
曜
日
９
～

・５
時
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｂ
人
権
相
談
　
１５
日

（水
）
１０
～
１５
時

サ
ン
コ
ア

ロ
消
費
生
活
相
談
　
１５
日

（水
）
１０
～

・５
時

サ
ン
コ
ア

ロ
行
政
相
談
　
１６
日

（本
）
９
～
・５
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ロ
社
会
保
険
相
談
　
２８
日

（火
）
１０
～

・６
時
　
市
商
正
会
議
所

田
消
費
相
談
　
毎
週
火

・
水

。
本
曜

商
工
会
議
所

⑬ちョ
」
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
優
勝
者

▽
軟
式
野
球
＝
水
田
校
区
　
▽
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
＝
筑
後
北
校
区
　
▽
ジ
ュ

ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
四
年
生
＝
筑

後
北
小
、
五
年
生
＝
筑
後
北
、
六
年

生
＝
筑
後
北
　
▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
＝
和
泉
ク
ラ
ブ
、
女
子
Ｉ
＝
筑

後
マ
マ
、
女
子
Ⅱ
＝
筑
後
マ
マ
シ
エ

ア
、
男
女
混
合
＝
上
北
島
　
▽
弓
道

一
般
男
子
＝
山
口
　
良

（鶴
田
）

一
般
女
子
＝
国
武
千
恵
子

（八
女
市
）

高
校
男
子
＝
松
永
雄
治
（八
女
工
）

高
校
女
子
＝
山
下
美
保
子

（山
門

高
）
　

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
女
子
ダ

ブ
ル
ス
＝
益
田
初
美
、
力
武
喜
美
代

組

（赤
坂
バ
ド
代
ン
ト
ン
）

混
合

ダ
ブ
ル
ス
　
古
賀
春
樹
、
原
野
　
蒸

組

（水
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
　

▽
テ

ニ
ス
　
ダ
ブ
ル
ス
一
般
＝
松
脇
史
朗

中
島
貞
行
組
　
ダ
ブ
ル
ス
初
心
者
＝

友
田

一
憲
、
山
下
久
栄
組
　
▽
卓
球

男
子
ダ
ブ
ル
ス
＝
西
岡
泰
弘
、
吉

住
勝
彦
組
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
＝
松
竹

は
つ
子
、
井
上
陽
子
組
　
混
合
ダ
ブ

ル
ス
＝
西
村
正
三
郎
、
日
中
洋
子
組

▽
陸
上
競
技
　
子
ど
も
会
対
抗
リ

レ
ー
男
子
＝
長
浜
Ａ
、
同
女
子
＝
徳

久
Ｂ
、
百
材

一
般
＝
大
籠
敏
昭

（熊

野
）

同
小
学
生
三
年
男
子
＝
樋
口
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護 立

婦 病

募 院

集 の

の特 畠

】lJ

市

民

交

通

傷

害

保

険

の
切

替

え

今
月
は
、
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
切

替
え
月
で
す
。

い
ま
ま
で
加
入
さ
れ
て
い
た
人
も
、

こ
れ
か
ら
新
し
く
加
入
し
よ
う
と
い
う

人
も
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

団
加
入
資
格
　
市
内
在
住
者
か
市
内
通

勤

・
通
学
者

団
保
険
料
　
一
人
年
額
六
百
円
、
中
途

申
込
み
は
月
額
五
十
円

団
保
険
金
　
死
亡
、
重
症
障
害
の
場
合

一
〇
〇
万
円
、
け
が
の
場
合
は

一
万
円

～
十
二
万
円

団
申
込
み
　
十

一
月

一
日
か
ら

（隣
組

長
さ
ん
を
通
し
て
十

一
月
二
十
五
日
ま

で
に
行
政
区
長
さ
ん
へ
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
）

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
へ
。

看 市
人
事
課
で
は
、
市
立
病
院
で
働
く
看

護
婦

（正
）
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

〔資
格
〕
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
て
、
正
看
護
婦
の
免
許
を
持

っ
て
い
る
人

（来
春
取
得
見
込
み
者
も

含
む
）
で
す
。

〔募
集
人
員
〕
若
千
人

〔試
験
日
〕
十

一
月
二
十
八
日

〔試
験
内
容
〕
専
門
科
目
試
験
、
面
接

試
験
、
体
力
測
定
、
健
康
診
断

〔申
込
み
〕
十

一
月
十
日
か
ら
二
十
日

ま
で
に
人
事
課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
と
き
は
、
二
十
日
の
消
即
ま

で
受
付
け
ま
す
。

申
込
み
用
紙
は
人
事
課
に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
同
課
へ
る
た
ず
ね
く

弔

慰

金

受
　
　
給

昭
和
六
十
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
元

年
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
戦
没
者
の

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
給
し

て
い
た
遺
族
が
失
権
し
た
場
合
、
残
さ

れ
た
遺
族
は
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

十
八
万
円
、
六
年
償
還
、
無
利
子
の
国

債
が
受
給
で
き
ま
す
。

受
給
で
き
る
の
は
、
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
戦

没
者
の
死
亡
の
日
ま
で

一
年
以
上
同

一

生
計
関
係
に
あ
っ
た
三
親
等
内
の
親
族

の
順
で
、
先
順
位
に
な
る
人
で
す
。

該
当
す
る
人
は
、
福
祉
事
務
所
へ
。

若
人
の
つ
ど
い

（ス

キ
ー
）
参
加
者
募
集

市
農
協
で
は
、　
″第
六
回
若
人
の
つ

ど
い

（
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
）
″
を
開
き
ま

す
が
、
そ
の
参
加
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

〔と
き
〕
来
年
二
月
二
日
～
六
日

〔と
こ
ろ
〕
鳥
取
県
大
山
ス
キ
ー
場

〔資
格
〕
独
身
男
性
の
農
業
後
継
者
、

二
十
歳
未
満
の
独
身
女
性

〔参
加
負
担
金
〕

一
万
五
千
円

（
ス
キ

ー
、
ウ
ェ
ア
レ
ン
タ
ル
料
は
自
己
負
担
）

〔申
込
み
〕
十

一
月
二
十
日
ま
で
に
市

農
協
生
活
広
報
課
へ
。

（奮
⑩
４
８
１

１
）

く
わ
し
く
は
、
同
課
へ
る
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

将
孝

（筑
後
小
）

同
女
子
＝
渋
江

知
子

（羽
犬
塚
小
）、同
四
年
男
子
＝

池
田
圭
介

（松
原
小
）
、
同
女
子
＝

野
田
あ
き
子

（筑
後
小
）
、
同
五
年

男
子
＝
中
富
慎
悟
（古
島
小
）

同
女

子
＝
古
賀
涼
子

（筑
後
小
）

同
六

年
男
子
＝
木
村
甲
希

（筑
後
小
）

千
五
百
財
中
学
生
＝
牛
島
秀
和

（筑

後
中
）

同

一
般
＝
中
野
良
二

（庄

島
）
　

八
百
房
小
学
生
男
子
＝
真
辺

征
治
（下
妻
小
）

同
女
子
＝
築
山
留

美

（羽
犬
塚
小
）

中
学
生
対
抗
リ

レ
ー
男
子
＝
水
洗
　
同
女
子
＝
下
妻

四
百
メ
リ
レ
ー
＝
筑
後
ラ
グ
ビ
ー

ク
ラ
ブ
　
▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
＝
井
上

チ
ー
ム
　
▽
ラ
グ
ビ
ー
＝
八
女
高

▽
婦
人
競
技
――
水
田
校
区
、
古
島
校

区
　
▽
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
＝
上
富
久
Ｂ
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ

（団
体
戦
）
＝
二
本
松
　
同

（個
人
戦
）
＝
吉
武
フ
ク
エ
（久
富
）

広 報 ち く ご

「 父 帰 る」 を 演 じ る
 ら畠星を

た筑後ふれあい塾
ミ
演劇教室、も10月

で終 了。九州大谷短大五十嵐康治教授

のもと、菊池寛の「時の氏神」「父帰

る」や岸田国士の「紙風船」などの名

作にチャレンジ。 〔写真②〕

が力Πした 9人の うち、応援のざばん

座員を除いてはズブのシロウ トばかり。

長いセ リフに、「ああシンド」 と言って

いたが、 どうにか作品をや りとげ、31

日大谷短大演放館での発表会で幕 を降

ろした。

天 満 宮 下 宮 を改 築  満書房雫
宮 (水田下)が改築され、20日 関係者
を集めて竣正式がひらかれた「写真0〕

下宮は菅原道真公を世話した浄妙尼

を祭ったもの。前社殿は明治 8年建立

で老朽化が目立っていた。新社殿、回

廊63平ブテ続は白木づく り、 25日 には本

の香が漂 う社殿前で、稚児風流が舞う。

団体を

成功させよう

国体まであと354日
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家
庭
と
文
化

絵
画
グ
ル
ー
プ

「ホ
ワ
イ
ト
」

近

本

篤

人

ご

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

大
檀
邪
と
し
て
名
の
あ
る
忠
政
と
は
　
　
女
郡
教
育
会
に
宛
て
て
届
け
ら
れ
た
由

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
巡
り

０

田
中
吉
政
の
四
男
で
、
吉
政
が
病
没
し
　
　
緒
書
の
中
に
は
、
慶
長
六
年
田
中
吉
政

本
田
天
満
宮

”
慶
長
鑑
石
造
鳥
居

水
田
天
満
宮
は
、
当
シ
リ
ー
ズ
の
第

六
回
稿
で
石
造
狛
犬
を
と
り
あ
げ
た
が
、

本
稿
で
は
石
造
鳥
居
を
紹
介
し
た
い
。

参
道
の
ほ
ぼ
中
ほ
ど
に
建
つ
鳥
居
で
、

型
式
は
明
神
鳥
居
で
あ
り
、
構
造
的
に

み
る
と
肥
前
型
鳥
居
の
範
ち
ゅ
う
に
入

る
。
笠
木
、
島
木
、
柱
、
貫
の
い
ず
れ

も
三
石
構
造
で
あ
り
反
り
は
極
め
て
少

な
い
。
貫
幅
は
狭
く
、
笠
木
、
島
木
と

の
間
が
狭
く
、
額
束
が
小
さ
い
こ
と
も

特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
柱
は
上
部
に
な
る
ほ
ど
細
く
す

ば
ま
り
、
根
も
と
は
大
き
く
生
け
込
み

で
、
い
わ
ゆ
る
明
神
鳥
居
の
特
徴
の
一

つ
で
も
あ
る
亀
腹

（柱
を
支
え
る
基
礎

で
鎖
頭
と
も
い
う
）
は
な
い
。
こ
の
よ

本
田
天
満
宮
境
内

昭
和
３６
年
１０
月
２．
日
県
指
定

う
な
特
徴
は
肥
前
型
式
を
踏
襲
し
て
い

る
こ
と
の
な
に
よ
り
の
証
左
と
な
る
。

こ
の
鳥
居
の
柱
に
は
左
右
に
刻
銘
が

あ

っ
て
、

右
柱
に
は
、

大
檀
邪
田
中
筑
後
守
橘
忠
政

左
柱
に
は

慶
長
十
九
年
甲
刀
十

一
月
吉
日

天
満
宮
留
守
大
鳥
居
法
印
信
岩
敬
臼

と
あ
り
、
そ
の
裏
側
に
は
、

安
永
七
成
成
歳
七
月
吉
祥
日

奉
再
興
鳥
居
　
別
富
延
寿
王
院
信
貫

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
慶
長
十

九
年
は
西
暦

一
六

一
四
、
干
支
の
甲
刀

の
刀
は
寅
の
異
体
字
。
安
永
七
年
は
西

暦

一
七
七
八
年
と
な
る
。

た
当
時
は
江
戸
に
あ
っ
た
が
、
将
軍
秀

忠
の
一
字
を
拝
領
、
筑
後
守
に
任
じ
ら

れ
て
家
督
を
継
い
だ
。
当
時
福
島
城
に

い
た
三
男
康
政
に
と
っ
て
は
、
こ
の
家

督
相
続
は
不
本
意
で
あ
り
、
後
に
田
中

家
内
紛
の
一
因
と
な
っ
て
い
く
。

と
こ
ろ
で
大
正
三
年
、
同
社
か
ら
八

ヨ
リ
地
所

一
千
石
及
石
鳥
居
石
燈
籠
等

寄
附
ア
リ
シ
ヨ
リ
云
々
と
あ
ヶ
、
と
あ

る
が
、
忠
政
銘
は
み
え
て
も
吉
政
銘
の

鳥
居
は
見
当
ら
な
い
。

忠
政
寄
進
銘
の
鳥
居
は
い
ま

一
つ
あ

っ
て
、
柳
川
市
に
あ
る
西
蒲
池
三
島
神

社
の
石
鳥
居
が
そ
れ
で
、
こ
ち
ら
は
元

和
元

（
一
六

一
五
）
年
十
二
月
の
建
立

で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
肥
前
型
。
西
蒲
池

三
島
神
社
の
鳥
居
と
、
水
田
天
満
宮
の

鳥
居
と
で
は
一
年
違
い
の
建
立
で
あ
り
、

同

一
人
の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、　
一
連
の
も
の
と
し
て

の
資
料
的
な
価
値
は
高
い
。

同
社
を
参
詣
さ
れ
る
折
り
に
は
、
改

め
て
参
道
中
央
の
石
橋
側
の
鳥
居
を
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

（文
化
財
専
門
委
員

佐
々
木
四
十
臣
）

〔写
真

は
た

い
こ
橋
前

の
鳥

居
〕

所
在
地

指
　
定

強篭拳欝ぃ知
〔児童向き〕 ○松谷みよ子「し
つぺいたろう」 ○こわせたまみ
「じどうしゃ」 ○望月新二郎「
あたまにかきのき」 ○若谷和子
「ぼくのきゅうきゅうしゃ」 ○

村瀬学「夢ってなんだろう」 ○
宮武頼夫「バッタのオリンピック」

○谷川俊太郎「いっばんの鉛筆

のむこうに」 ○谷真介「千里眼
のお坊さんの話」

〔一般向き〕 〇斉藤茂太「生き
るのが上手な人下手な人」 〇日
本放送出版協会「21世紀の家族像

」 ○グレン・ドーマン「子ども
の知能は限りなく」 ○豊沢豊雄
「ザ・むらおこし発想の転換」 ○

宮脇俊三「車窓はテレビより面白

い」 Oね じめ正一「高円寺純情商

店街」 ○藤田博史「パソコン初
歩からの使いこなしマニュアル」

〔日曜開館日〕 5日 。19日
(図書の貸出しを休みます〉

11月 27日 l月 )か ら12月 2日 lttlま で

の6日 間、図書整理のため、図書

の貸出しを休ませていただきます。

■
教
育
講
演
会

〔講
演
〕
「親
ば
な
れ
、
子
ば
な
れ
」

木
元
教
子
さ
ん

（評
論
家
）

〔と
き
〕
十
一
月
七
日

（火
）
午
後

六
時
二
十
分

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
市
民
会
館

〔会
費
〕
三
百
円

（申
込
み
〕
筑
後
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
筑
後
青
年
会
議
所
へ
。

一
筑
後
郷
土
史
研
究
会
議
１４
号
発
刊

年
二
回
発
行
。〈雰
員
に
よ
る
研
究
、

視
察
記
録
な
ど
を
掲
載
。
Ｂ
５
判
、

一
五
〇
ベ
ー
ジ
。
希
望
者
に
千
三
百

円
で
頒
布
す
る
。

事
務
局
（市
郷
土
資
料
館
内
）
へ
。

■
合
唱
団
員
募
集

筑
後
混
声
合
唱
団

（文
化
連
盟
）

で
は
、
来
年
二
月
に
演
奏
会
を
開
く

が
、
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

男
女
、
年
齢
、
経
験
を
問
わ
ず
。

練
習
日
は
、
毎
週
金
曜
日
午
後
八
時

か
ら
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
。

申
込
み
は
山
口
喜
美
子
宅

（停
車

場
奮
⑫
２
４
３
と

へ
。

九
月
の
交
通
事
故
状
況

発
生
件
数

一
一五
件
含
一七
三
）

負
傷
者
数

一
〓
ハ
人
全
≡
二
七
）

死
亡
者
数

　

一
一人
（　
　
七
）

（　
）
内
は
一
月
か
ら
の
累
計
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